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住民基本台帳閲覧問題での追加要請 

 
 ３月８日、「住民基本台帳閲覧禁止」について要望しましたが、危惧していた事件の発生が現実のものにな

っていたことが、３月１０日報道されました。 
 「男」は、住民基本台帳を閲覧し、母子家庭、一人暮らしの女性に目星をつけ、自宅を訪問し、犯行に及ん
でいます。 
 このニュースは北陸中日新聞夕刊（３月１０日）、朝日新聞朝刊（３月１１日）の他、１１日はテレビ各社

が報道しています。ニュースを見た方から本会へ連絡をいただき、同時に、再発防止のため、市へ具体的な

対策を求めて欲しいとの希望が寄せられています。 
この事件は、先の要請にも触れたように、住民基本台帳閲覧が可能になっている制度上の欠陥（矛盾）で

すが、たとえ法改正が進まないとしても、住民の生命とプライバシーを守るべき本市として、閲覧を事実上 
禁止することは裁量の範囲で可能ですし、必要なら、禁止条項を含んだ条例化も検討される必要があります。 
ぜひ、本市の関係部局、あるいは議会関係者他必要な方々と協議をいただき、効果のある緊急な対策をお

願いするものです。 
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